
　
　
　
凡
　
　
例

一�
、『
兵
庫
県
百
五
十
周
年
記
念
　
兵
庫
県
史
～
こ
の
五
十
年
の
歩
み
』
は
、
兵
庫
県
百
年
史
以
降

の
昭
和
四
十
二
年
か
ら
平
成
三
十
年
ま
で
を
対
象
と
し
、「
序
」「
第
一
編
」「
第
二
編
」「
第
三
編
」

「
第
四
編
」「
結
」
か
ら
な
る
が
、
こ
の
巻
は
第
四
巻
と
し
て
「
第
四
編
」「
結
」
を
収
め
る
。

一�

、「
第
四
編
」
の
対
象
と
し
た
時
期
は
、
平
成
十
八
年
か
ら
三
十
年
ま
で
で
あ
る
が
、
叙
述
の
都

合
で
そ
の
前
後
に
及
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一�

、「
結
」
は
、
こ
の
五
十
年
の
歩
み
を
次
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
歴
史
を
大
き
く
つ
か
む
視

点
か
ら
兵
庫
県
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
記
し
た
。

一�

、
文
中
の
年
号
は
、
和
暦
を
用
い
、
節
の
初
出
ご
と
に
（
　
　
）
で
西
暦
を
付
記
し
た
。

一�

、
本
文
の
記
述
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞

な
ど
で
常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
を
用
い
た
箇
所
も
あ
る
。

一�

、
人
名
や
、
難
読
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
語
句
に
は
、
原
則
と
し
て
章
の
初
出
ご
と
に
振

り
仮
名
を
付
し
た
。
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一�

、
人
名
は
、
原
則
と
し
て
敬
称
を
省
略
し
た
。

一�

、
市
町
名
を
旧
名
で
記
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
節
の
初
出
ご
と
に
（
　
　
）
で
発
行
日
現
在

の
名
称
を
記
し
た
。

一�
、
度
量
衡
は
、
記
述
の
内
容
に
よ
り
尺
貫
法
も
使
用
し
た
。

一�

、
本
文
中
の
写
真・図・表
に
は
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
付
し
、
出
典
を
（
　
　
）
で
記
し
た
。
図・

表
は
巻
末
に
一
覧
を
掲
げ
た
。

一�

、
本
文
の
叙
述
は
多
く
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
本
書
の
性
格
上
、
典
拠
を
省
略
し
た
。

た
だ
し
、
引
用
し
た
場
合
は
「
　
　
」
で
示
し
、
出
典
を
（
　
　
）
で
記
し
た
。
な
お
、
参
考
に

し
た
主
な
文
献
は
巻
末
に
掲
げ
た
。

一�

、
執
筆
分
担
者
は
巻
末
に
一
覧
で
示
し
た
。

一�

、
史
料
に
基
づ
い
た
本
文
の
叙
述
の
中
に
は
、
不
適
切
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
現
在
で
は
用
い

ら
れ
て
い
な
い
用
語
や
、
今
日
の
社
会
通
念
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
る
表
現
も
あ
る
が
、
史
実
を

正
確
に
記
録
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

�
題
　
字
　
　
　
黒
　
田
　
賢
　
一
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四
編
　
二
一
世
紀
兵
庫
、
災
後
の
時
代	

1

は
じ
め
に	

3

第
一
章　
地
方
分
権
改
革
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ	

9

第
一
節　
政
権
交
代
、
大
災
害
、
人
口
減
少
時
代
の
県
政	

9

一　
井
戸
県
政
期
・
後
期
（
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
八
月
─
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
七
月
）　　
9

二　
政
権
交
代
か
ら
「
自
民
一
強
」
へ　
26

第
二
節　
人
口
減
少
局
面
で
の
厳
し
い
財
政
運
営
─
震
災
の
負
債
と
地
方
の
困
難	

33

目
　
　
次

兵

庫

県

150
周
年
記
念
　
兵
庫
県
史 

〜
こ
の
五
十
年
の
歩
み
　
　
第
四
巻
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一　
条
例
に
基
づ
く
新
た
な
行
財
政
改
革
─
国
の
改
革
と
県
財
政
へ
の
影
響　
　
33

二　
災
後
の
日
常
化
を
目
指
し
て
─
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
行
財
政
改
革
の
継
続　
　
43

第
三
節　
行
政
組
織
改
革
の
新
展
開	

49

一　
第
二
次
地
方
分
権
改
革
と
関
西
広
域
連
合　
　
49

二　
新
時
代
に
対
応
し
た
組
織
・
制
度
改
革　
　
56

三　
県
政
一
五
〇
周
年　
　
58

第
四
節　
成
熟
社
会
に
お
け
る
市
町
連
携	

60

一　
市
町
関
係
の
県
組
織
の
見
直
し　
　
60

二　
市
町
連
携
の
新
展
開　
　
62

三　
地
域
再
生
に
向
け
た
試
み
の
後
押
し　
　
69

第
二
章　
復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
減
災
社
会
の
構
築	

75

第
一
節　
残
さ
れ
た
課
題
と
復
興
教
訓
の
活
用	

75

一　
復
興
一
〇
年
目
以
降
の
取
組　
　
75

二　
復
興
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ　
　
78

三　
震
災
か
ら
二
〇
年
へ
の
歩
み　
　
80

四　
東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
の
被
災
地
支
援
と
復
興
の
制
度
化　
　
83
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五　
復
興
の
残
さ
れ
た
課
題
へ
の
取
組　
　
86

第
二
節　
震
災
後
の
新
た
な
災
害
発
生
と
減
災
・
縮
災
へ
の
取
組	

89

一　
地
域
災
害
と
広
域
災
害
等
の
発
生　
　
90

二　
減
災
・
縮
災
対
策
の
推
進　
　
104

三　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え　
　
111

四　
連
続
災
害
の
発
生
─
災
害
多
発
時
代
へ
の
備
え　
　
114

第
三
章　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
力
強
い
兵
庫
経
済
づ
く
り	

119

第
一
節　
生
活
や
地
域
を
支
え
る
産
業
力
強
化
と
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備	

119

一　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
県
内
産
業
経
済　
　
119

二　
新
時
代
に
対
応
す
る
地
域
の
商
業
力
強
化　
　
135

三　
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進　
　
144

四　
県
の
経
済
・
雇
用
活
性
化
に
向
け
た
取
組　
　
153

第
二
節　
二
一
世
紀
に
お
け
る
兵
庫
の
農
林
水
産
業	

158

一　
農
家
の
所
得
安
定
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
農
林
水
産
業
政
策
の
変
化　
　
158

二　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
力
強
い
農
林
水
産
業
の
展
開　
　
163

三　
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
養
父
市
の
戦
略　
　
168
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四　
二
一
世
紀
の
兵
庫
県
に
お
け
る
林
業
・
水
産
業
の
動
向　
　
172

第
三
節　
科
学
技
術
の
産
業
活
用
の
進
展
と
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
構
造
改
革	

174

一　
最
先
端
研
究
施
設
の
産
業
活
用　
　
174

二　
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
構
造
改
革　
　
184

三　
Ｉ
Ｔ
分
野
の
人
材
育
成
と
研
究
教
育
拠
点
の
形
成　
　
198

第
四
章　
地
域
の
再
生
と
安
全
な
地
域
づ
く
り	

205

第
一
節　
都
市
再
生
と
地
域
創
生	

205

一　
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
中
で　
　
205

二　
二
一
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り　
　
206

三　
都
市
再
生
へ
の
本
格
的
取
組　
　
211

四　
地
域
創
生　
　
214

五　
交
流
と
連
携
の
地
域
づ
く
り　
　
222

第
二
節　
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
づ
く
り
と
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生	

224

一　
住
宅
政
策
の
動
向　
　
225

二　
空
き
家
対
策　
　
233

三　
住
宅
団
地
を
巡
る
動
向　
　
235
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四　
市
街
地
整
備
事
業　
　
237

第
三
節　
成
熟
社
会
に
お
け
る
景
観
緑
化
政
策	

239

一　
人
口
減
少
下
の
緑
地
・
公
園
管
理
と
景
観
づ
く
り　
　
239

二　
景
観
政
策
の
展
開　
　
241

三　
県
民
主
体
の
緑
化
の
推
進　
　
246

四　
成
熟
社
会
に
お
け
る
公
園
の
再
整
備　
　
250

第
四
節　
社
会
基
盤
の
強
靱
化
へ	

255

一　
減
災
を
基
本
と
し
た
社
会
基
盤
整
備
の
展
開　
　
256

二　
転
機
を
迎
え
た
上
下
水
道
事
業　
　
270

三　
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
展
開　
　
273

第
五
節　
安
全
な
交
通
基
盤
の
整
備
の
進
展	

276

一　
道
路
・
交
通
の
整
備
進
展
と
安
全
対
策　
　
278

二　
三
空
港
・
三
港
湾
の
一
体
運
営　
　
286

第
五
章　
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
優
先
社
会	

291

第
一
節　
「
低
炭
素
」
か
ら
「
脱
炭
素
」
へ	

291

一　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
と
本
県
へ
の
影
響　
　
291
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二　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
設
定
、
パ
リ
協
定
の
採
択　
　
294

三　
兵
庫
県
の
温
暖
化
対
策　
　
296

四　
地
域
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組　
　
300

第
二
節　
地
域
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減	

305

一　
循
環
型
社
会
の
実
現　
　
305

二　
地
域
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減　
　
309

三　
瀬
戸
内
海
の
再
生　
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が
り
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せ
る
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然
保
護
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生
物
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の
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縮
退
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生
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ょ
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の
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の
再
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六
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躍
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の
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り
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躍
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期
で
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わ
れ
る
高
等
教
育	

579
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歳
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減
少
期
下
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多
様
な
活
動
を
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す
る
大
学
・
短
期
大
学　
　
579

二　
実
践
的
な
職
業
人
を
育
成
す
る
専
修
学
校
等　
　
588

第
三
節　
生
涯
学
習
社
会
の
進
展
と
家
庭
・
地
域
で
の
教
育	

592

一　
生
涯
学
習
社
会
の
進
展　
　
592

二　
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
と
そ
の
担
い
手　
　
595

三　
生
涯
学
習
の
基
盤
の
整
備
─
情
報
の
提
供
と
学
習
活
動
及
び
交
流
の
支
援　
　
597

四　
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
領
域
拡
大　
　
597

五　
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
─
「
共
育
」
の
推
進　
　
601
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次
代
を
担
う
青
少
年
の
学
習
基
盤
の
整
備
と
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々
な
取
組
の
推
進　
　
603

七　
生
涯
学
習
社
会
を
支
え
る
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会
教
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生
涯
学
習
施
設
の
拡
充　
　
609
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歴
史
を
大
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く
つ
か
む　
「
ひ
ょ
う
ご
五
国
」
の
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
か
ら	

617
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「
ひ
ょ
う
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五
国
」
へ
の
昇
華
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・
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史
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624

　
年
表　
付
兵
庫
県
知
事
一
覧
（
昭
和
四
十
二
年
〜
平
成
三
十
年
）	

633

年
表　
　
634

xii



兵
庫
県
知
事
一
覧
（
昭
和
四
十
二
年
〜
平
成
三
十
年
）　　
648

あ
と
が
き　
　
649

〔
巻
末
付
録
〕

執
筆
者
一
覧

県
史
編
纂
関
係
者
名
簿

資
料
提
供
者
並
び
に
協
力
者

図
・
表
一
覧

参
考
文
献
一
覧

コ
ラ
ム
　
　　

‌�

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ　
203　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
ど
う

す
る
？　
561　
　
「
数
学
・
理
科
甲
子
園
」
と
ジ
ュ
ニ
ア
大
会　
563　
　
「
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
に
開
設
の
減
災
復
興
政
策
研
究
科　
582　

xiii




